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概要︓ 組合せ最適化問題を解く際には，目的関数を最適化するだけでなく与え
られた拘束条件の充足を要求されることが少なくない．通常，量子アニーリングで

は，これらの拘束条件をペナルティ項として目的関数に組み込み，緩和された目的関

数を活用する．しかしながら，ペナルティ項の導入は，新しいパラメータの導入につ

ながり，量子アニーリングの解に影響を与える．そこで，Itay Henらは，量子的に探

索空間を制限することでペナルティ項を必要としない拘束量子アニーリングを提案

し，その有効性を主張した[1]．本セミナーでは，この拘束量子アニーリングについ

て，ノイズの有無による有効性を従来のペナルティ型量子アニーリングと比較し，そ

の特性について議論する[2]． 
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